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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代オントロジーにおいて用いられる基本的諸概念をもとに、世界全体
の形而上学的本性を解明することを目指した。特に、次の四つの課題に取り組んだ。(1) 形而上学的一元論の擁
護可能性の検討、(2) 階層的世界観の擁護可能性の検討、(3) 存在者の総体としての世界と非存在の関係の解
明、(4) 実在論と反実在論との間の形而上学的対立の明確化。これらを通じて、多様な存在者と事実からなる階
層的な構造をもちつつもそれらの諸部分に先行するもっとも基礎的な存在者として世界全体を捉える一元論的立
場の理論的利点を、そのメタ形而上学的基盤とともに明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present research aims to elucidate the metaphysical nature of the world 
as a whole on the basis of the basic concepts in contemporary ontology. In particular, we tackled 
the following four tasks: (1) the examination of the tenability of metaphysical monism; (2) the 
examination of the tenability of the layered conception of the world; (3) the elucidation of the 
relationship between existence and nonexistence; (4) the elucidation of the metaphysical conflict 
between realism and antirealism. As a result, we revealed the theoretical advantages and the 
metametaphysical foundations of the monistic position according to which the world as a whole is the
 most fundamental entity with a layered structure that comprises various kinds of derivative objects
 and facts as its parts.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代オントロジーは、存在者の基本的な種
類（カテゴリー）の画定と、それらの間の関
係に関する考察を行うカテゴリー論を基本
的な枠組みとし、分析哲学において蓄積され
てきた様々な手法を駆使しながら、古典的な
形而上学的問題に取り組んでいる。 
 しかしそうした枠組みにおいては、多種多
様な存在者を分類し、それらの性質や相互関
係を明らかにすることに主眼がかれるため、
多様な存在者の全体としての「世界」に関す
る考察が不十分なものにとどまっていた。 
 
２．研究の目的 
 世界全体の存在論的身分に関する包括的
研究の基礎部分として、以下の四つの課題群
を設定し、それらの達成を目指した。 
 
(1) 真の意味で存在するのは全体としての世
界だけであるという立場（形而上学的一元
論）の擁護可能性を検討する。 
 
(2) 世界全体を複数の階層（物理学的事実・
化学的事実・生物学的事実…といった諸階
層）から成るものとして捉える見方の擁護可
能性を検討する。 
 
(3) 存在者の総体としての世界と、「非存在」
ないし「無」がどのような関係にあるかを解
明する。 
 
(4) 世界の存在を心から独立したものと考え
る実在論とそれを否定する立場とがどのよ
うな形而上学的対立を含むかを明確化する。 
 
３．研究の方法 
 上記の四つの課題の達成のため、まず、(1) 
基礎的概念の明確化による準備作業を行い、
そのうえで、(2) 明確化された基礎的概念に
基づいて具体的な形而上学的探究を行うと
いう仕方で、全体を大きく二つのパートに分
割して研究を進めた。 
 
(1) 本研究が目指す形而上学的・存在論的考
察において基礎的な役割を果たす諸概念の
うち、特に「本質」、「実体」、「存在論的依存
性」、「形而上学的基礎づけ」という四つの概
念に焦点をあて、それらの明確化を行った。
その際には、主として近年の分析形而上学に
おける先行研究を参照した。 
 
(2) 上記の四つの課題に対する取り組みに
おいては、(1)の準備作業への取り組みと同
様に近年の分析形而上学における先行研究
を参照したほか、現代オントロジー研究の重
要な源泉としてのオーストリア哲学（特に A. 
マイノングの哲学）と現象学（特に E. フッ
サールの哲学）にも着目し、それらに含まれ
る重要な洞察を活かすことを全体の方針と
した。 

４．研究成果 
(1) 基礎的な存在論的概念の整備を通じて、
以下①・②の成果を得た。いずれも、後述の
(2)の成果の土台をなすものであるが、これ
らのうち②は、世界の存在論的身分の問題と
いう文脈から離れて見たときにもそれ自体
として意義をもつ。その成果は、下記の学会
発表②の一部として公表したほか、論文とし
て学術雑誌に投稿済みである。 
 
①  「本質」概念を様相概念との関連におい
て考察した。特に、クリプキによる可能世界
意味論行以降主流となった、一種の必然的性
質として本質的性質を定義するアプローチ
が抱える欠点と、形而上学的様相を本質に関
する事実へ還元するアプローチがもつ利点
を検討した。また、「存在論的依存性」概念
と「実体」概念について、「本質」概念や形
而上学的基礎づけ関係に基づいてそれらを
定義するアプローチに焦点をあてながら考
察した。特に、「本質」概念に基づいて種々
の「存在論的依存性」を定義する K. Fine の
議論、および、それへの反論と形而上学的基
礎づけ関係に基づく代替案を提示する F. 
Correia の議論を集中的に検討した。これら
の取り組みにより、「存在論的依存性に基づ
くカテゴリーの個別化（と関係づけ）」とい
うアイデアが精緻化されるとともに、〈絶対
的な全体性をもつものとしての世界は「カテ
ゴリー」概念の適用に関して理論的困難を抱
えるものの、特異な「実体」性をもつ単一の
個体として捉える余地がある〉ということが
明らかになった。また、それにより、「もっ
とも基礎的な存在者は全体としての世界だ
けである」というテーゼ（先行性に基づく一
元論）を世界の実体性に基づいて擁護するア
プローチに関して、「実体」概念の明確化を
ふまえて具体的に展開する見通しを得た。 
 
② 形而上学的基礎づけ関係の論理的振る舞
いに関する問題を考察した。特に、K. Fine
によって提示された、〈基礎づけに関する標
準的な論理的原理はその他の一般的原理と
不整合をきたす〉というパラドクスを解決す
るために、基礎づけに関する原理のうち、問
題のパラドクスにとって本質的でありなが
らもこれまで十分に議論されていない原理
を検討した。この取り組みにより、そうした
原理はたんなる概念的説明を表すにすぎず、
形而上学的な実質をもたないと主張するデ
フレ主義的なアプローチが有効であること、
そして、問題のパラドクスは形而上学的説明
と概念的説明との混同に由来すると考えら
れることを明らかにした。また、この考察に
基づき、通常想定される「基礎づけの非対称
性」という原理は、形而上学的説明に関して
のみ成立するものとしてその適用範囲を制
限できることを示した。これらの考察は、さ
まざまな形態をとる Fine 的パラドクスに統
一的な解決策をあたえるものである。 



(2) 上記の各課題への取り組みを通じて、以
下の成果を得た。①は、下記の学会発表①の
一部として公表した。また、①と②は、それ
ぞれ論文として学術雑誌に投稿済みである。
③と④は、本報告書提出時点においては公表
する段階に至っていないが、それぞれをさら
に発展させ、今後なんらかの仕方で公表する。 
 
① 課題(1)に関しては、世界全体をもっとも
基礎的な存在者とする一元論的立場を世界
の実体性に関する主張という形で擁護する
方策として、現代物理学の知見に基づく存在
的構造実在論から一元論的主張を導く方針
を検討した。それを通じて、実体概念に基づ
く一元論を、存在的構造実在論の示唆する全
体論的立場として捉え直せることを明らか
にした。特に、存在的構造実在論の基本的主
張を〈対象間の関係はそれらの対象に本質的
なものだ〉という主張として定式化する方針
に基づき、対象間の関係から成る構造を一つ
の有機的全体として捉える立場を、現代物理
学に依拠した存在論的主張として擁護した。 
 
② 課題(2)に関しては、世界全体が備える階
層的構造を形而上学的基礎づけ関係によっ
て明確化する作業に取り組んだ。特に、基礎
づけの事実そのものの基礎づけにまつわる
問題（基礎づけの事実もまた基礎づけられて
いると考えると悪性の無限後退に陥り、基礎
づけの事実そのものは基礎づけられていな
いと考えると、階層構造を特徴づける「基礎
的／派生的」という区別が維持不可能になる、
という問題）をどのように解決しうるかを検
討した。それを通じて、この問題を構成する
本質的要因を「基礎性」概念と基礎づけ関係
に関するいくつかの一般的前提に帰しうる
ことを明らかにするとともに、この問題に対
する解決策として、世界全体があらゆる否定
的真理を存在論的に基礎づけるという立場
に基づくアプローチを擁護した。 
 
③ 課題(3)に関しては、非存在対象を存在論
に組み入れるマイノング主義のメタ存在論
に着目し、標準的なクワイン的メタ存在論と
マイノング主義的メタ存在論の対立を、絶対
的無制限量化と存在概念の関係に関する捉
え方の対立として明確化する作業に取り組
んだ。それを通じて、マイノング主義的メタ
存在論の眼目を、「基礎づけ」概念に依拠し
て基礎的存在者と派生的存在者を区別する
新アリストテレス主義的メタ存在論によっ
て洗練させられることを明らかにした。 
 
④ 課題(4)に関しては、初期フッサールの超
越論的観念論を、世界全体が意識に存在論的
に依存していることを主張する形而上学的
立場として解釈する方針を検討した。それを
通じて、心身問題における汎心論の一形態と
してフッサール的観念論を解釈・擁護する既
存の議論をさらに洗練させる見通しを得た。 
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